
 

 

総務企画委員会会議記録 

 

総務企画委員長  太田 正美   

 

１ 日 時 

   令和７年６月２４日（火） 午後１時５８分から 

                午後３時３５分まで 

 

２ 場 所 

   第４委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

太田正美、桝田貢、三浦正臣、元吉俊博、成迫健児、原田孝司、澤田友広 

 

４ 欠席した委員の氏名 

   な し 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   木田昇、堤栄三 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   総務部長 若林拓、企画振興部長 工藤哲史、 

   会計管理者兼会計管理局長 馬場真由美 ほか関係者 

 

７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

８ 会議の概要及び結果 

（１）第６０号議案、第６１号議案、第６２号議案及び第６７号議案のうち本委員会関係部分に

ついては、可決すべきものといずれも全会一致をもって決定した。 

   第２号報告については、承認すべきものと全会一致をもって決定した。 

   請願１０については、賛成少数をもって不採択とすべきものと決定した。 

（２）県内所管事務調査のまとめとして、執行部から報告を受けた。 

（３）請願８の処理結果について、執行部から報告を受けた。 

（４）指定管理者の更新について、別府総合庁舎建替工事の進捗状況について、大分県ＤＸ推進

戦略の改定について、ツール・ド・九州について及びバス無料デーの実施結果について、執

行部から報告を受けた。 

（５）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。 

（６）県外所管事務調査の行程を協議した。 

 

９ その他必要な事項 

   な し 

 

１０ 担当書記  

   議事課委員会班    主幹（総括） 姫野剛 

   政策調査課政策法務班 主任     三宅未紗 
 



総務企画委員会次第 

 

                                      日時：令和７年６月２４日（火）１４：００～ 

                                      場所：第４委員会室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会計管理局関係                      １４：００～１４：１５ 

（１） 諸般の報告 

①ＮＨＫの受信契約について 

（２）その他 

 

 

３ 総務部関係                      １４：１５～１５：１５

（１）付託案件の審査 

第 ６７号議案 令和７年度大分県一般会計補正予算（第１号）（本委員会関係部分） 

   第 ６０号議案 大分県税条例の一部改正について 

   第 ６１号議案 大分県税特別措置条例の一部改正について 

   第 ６２号議案 大分県議会議員及び大分県知事の選挙における選挙運動用自動車の 

           使用並びにビラ及びポスターの作成の公営に関する条例の一部改正 

           について 

   第  ２号報告 大分県税条例等の一部改正について 

   請 願  １０ 適格請求書等保存方式（インボイス制度）の見直しを求める意見書 

           の提出について 

（２）県内所管事務調査のまとめ 

（３）諸般の報告 

   ①指定管理者の更新について 

   ②別府総合庁舎建替工事の進捗状況について 

   ③大分県ＤＸ推進戦略の改定について 

（４）その他 

 

 

４ 企画振興部関係                                       １５：１５～１６：１５ 

（１）県内所管事務調査のまとめ 

   県内の高齢化集落とネットワーク・コミュニティの状況について 

（２）請願処理結果の報告 

   請 願   ８ しいきアルゲリッチハウスの県有化に関する請願 

（３）諸般の報告 

   ①ツール・ド・九州について 

   ②バス無料デーの実施結果について 

（４）その他 

 

 

５ 協議事項                                           １６：１５～１６：２５ 

（１）閉会中の継続調査について 

（２）県外所管事務調査について 

（３）その他 

 

 

６ 閉  会 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

太田委員長 ただいまから、総務企画委員会を

開きます。 

 本日は、委員外議員として木田議員、堤議員

に出席いただいています。委員外議員の方が発

言を希望する場合は、委員の質疑の終了後に挙

手し、私から指名を受けた後、長時間にわたら

ないよう要点を簡潔に御発言願います。 

 本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案４件、報告１件及び請願１件です。 

 この際、案件全部を一括議題とし、これより、

会計管理局関係の審査に入ります。会計管理局

は、今回は議案の審査がありませんが、執行部

から報告の申出があるので、これを許します。 

 それでは①の説明をお願いします。 

馬場会計管理者兼会計管理局長 会計管理局の

諸般の報告事項について御説明します。 

 タブレットの資料、会計管理局の総務企画委

員会資料の２ページを御覧ください。 

 ＮＨＫの受信契約についてです。１経緯を御

覧ください。知事部局、企業局、病院局、教育

委員会及び警察本部では、翌年度の受信契約が

必要なテレビやカーナビ付き公用車などについ

て、それぞれ毎年１１月頃調査を実施し、必要

な分について各担当部署がＮＨＫと受信契約を

締結しています。今回、全国の自治体でカーナ

ビなどのＮＨＫ受信契約の未契約に関する報道

がなされていることから、全庁で改めて詳しく

調査を実施し、結果を取りまとめました。 

 ２調査結果を御覧ください。カーナビとテレ

ビについて、６８件の未契約が判明しました。

試算額は約９５０万円です。 

 内訳は、カーナビが知事部局、企業局、教育

委員会及び県警本部において２２件、約１４０

万円でした。加えて病院局において、県立病院

内に設置しているテレビが４６件、約８１０万

円の未契約があることが判明しました。 

 ３原因です。カーナビについては、用度管財

課が調達する車両は原則カーナビを設置しない

仕様ですが、所属の判断で後付けしたカーナビ

について、ＮＨＫ受信契約の対象になることの

認識不足と、その後の確認不足による報告漏れ

が主な原因です。 

 テレビについては、病院局の受信契約の担当

部署とテレビ購入の担当部署の情報共有が不足

していたことによる確認漏れです。 

 ４今後の対応を御覧ください。（１）未契約

となっている受信契約については、それぞれＮ

ＨＫと受信契約を締結した上で、支払を進めま

す。 

 （２）カーナビについては、テレビ視聴の必

要性を精査した上で、不要なものについては、

その機能を廃止する等の対応を行います。 

 （３）再発防止策です。まず、①ＮＨＫの受

信契約については留意事項を踏まえて適切に対

応するよう、全部局に対して改めて注意喚起を

行っていきます。また、②のとおり、用度管財

課が所管する所属において、後付けのカーナビ

を設置する場合は、事前協議によりテレビ受信

機能の有無を確認するなどの対策により再発防

止に努めます。 

 なお、病院局におけるテレビの未契約につい

ては、本日の福祉保健生活環境委員会で報告を

行います。 

太田委員長 ただいまの報告について、質疑な

どはありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は、質疑などはあ

りませんか。 

堤委員外議員 県病の病室にあるテレビはどう

ですか。 

馬場会計管理者兼会計管理局長 病室に設置し

ているテレビは会社でリース契約をしているの

で、病院局は支払いません。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑もないので、これで

諸般の報告を終わります。 

 この際、ほかに何かありませんか。 
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  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別にないので、これをもって会計

管理局関係の審査を終わります。 

 執行部は、お疲れ様でした。 

 ここで、執行部が入れ替わるので、しばらく

お待ちください。 

 

  〔会計管理局退室、総務部入室〕 

 

太田委員長 これより、総務部関係の審査に入

ります。本日は、委員外議員として木田議員、

堤議員に出席いただいています。 

 初めに、本日審査する案件について、若林総

務部長から概括的な説明をいただきます。 

若林総務部長 太田委員長をはじめ委員各位に

おかれては、日頃から御指導いただきありがと

うございます。 

 それでは概括的に御説明します。本日の委員

会では、追加提案した令和７年度大分県一般会

計補正予算（第１号）を含め、大分県税条例の

一部改正など議案４件、報告１件、請願１件の

計６件の付託案件について審査をお願いします。 

 また、５月１２日から６月３日までに行われ

た県内所管事務調査について、委員の皆様には、

総務部関係機関等に対し、熱心に調査いただき

感謝申し上げます。いただいた御意見を今後の

政策にできる限り反映していく所存ですので、

本日の報告では、県内所管事務調査を全般的に

まとめて説明します。 

 ほか、諸般の報告として指定管理者の更新に

ついてなど３件を説明します。 

 それでは、それぞれ担当課長から説明するの

で、よろしくお願いします。 

太田委員長 それでは、議案審査に入ります。 

 まず、第６７号議案令和７年度大分県一般会

計補正予算（第１号）のうち、総務部関係部分

について執行部の説明を求めます。 

小野財政課長 第６７号議案令和７年度大分県

一般会計補正予算（第１号）の全般的事項と歳

入について説明します。 

 議案書は１ページからですが、総務企画委員

会資料で説明します。２ページを御覧ください。 

 今回の補正は、先月、国が予備費により７月

から９月の電気・ガス料金の支援を決定したと

ころですが、その支援と歩調を合わせ、国の支

援の対象外であるＬＰガスと特別高圧電力料金

の支援に必要な経費を計上するものです。 

 補正額は１補正概要にあるとおり４億１，６

４４万円の増額で、補正後の累計７，０３０億

９，３４４万円となります。財源はその下の歳

入の内訳のとおり、全額、電気ガス料金支援に

合わせ国の予備費で追加措置された重点支援地

方交付金です。 

太田委員長 以上で説明は終わりました。これ

より質疑に入ります。 

 まず、委員の皆さんから質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は質疑などありま

せんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑もないので、これより

採決します。 

 本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに、 

御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案のうち本

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。 

 次に、第６０号議案大分県税条例の一部改正

について、執行部の説明を求めます。 

岩男税務課長 お手元の総務企画委員会説明資

料の３ページをお開きください。 

 １改正理由のとおり、地方税法及び地方税法

等の一部を改正する法律の一部を改正する法律

が本年３月３１日に公布されたことに伴い、大

分県税条例の一部を改正するものです。 

 ２主な改正内容について御説明します。（１

）特定親族特別控除の創設です。現在、厳しい

人手不足の中、特に大学生がアルバイトの働き

控えを行っていることを踏まえ、１９歳から２

３歳未満の大学生年代の子等に係る親等が受け

られる新たな控除として特定親族特別控除を創

設するものです。 
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 また、一定の所得を超えた場合でも控除の額

が段階的に逓減する仕組みも併せて導入するも

のです。 

 次に（２）加熱式たばこの課税方式の見直し

です。現在、重量と価格によって紙巻きたばこ

の本数に換算している課税方式について、重量

のみで換算する方式に見直すほか、一定の重量

以下のものは１本をもって紙巻きたばこ１本に

換算する仕組みとするものです。 

 なお、この見直しは激変緩和の観点から令和

８年４月１日と令和８年１０月１日の２段階で

実施します。 

 次に（３）その他ですが、マンションの建て

替え等の円滑化に関する法律の一部が改正され

ることに伴い、規定の整備を行うものです。 

 ３施行期日については、２（１）は令和８年

１月１日、２（２）は令和８年４月１日として

います。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。こ

れより質疑に入ります。 

 まず、委員の皆さんから、質疑はありません

か。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は、質疑などあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑もないので、これより

採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第６１号議案大分県税特別措置条例の

一部改正について、執行部の説明を求めます。 

岩男税務課長 タブレットの４ページをお開き

願います。 

 １改正理由にあるとおり、減収補填制度が適

用される場合を規定している省令の一部改正に

伴い、大分県税特別措置条例の一部を改正する

ものです。 

 ２主な改正内容について御説明します。 

 まず（１）適用期限の延長ですが、離島振興

法及び半島振興法の規定に基づき実施している

県税の課税免除又は不均一課税の適用期限を令

和７年３月３１日から令和９年３月３１日まで

２年間延長するものです。 

 また、地域未来投資促進法の規定に基づき実

施している県税の課税免除の適用期限について

は、令和７年３月３１日から令和１０年３月３

１日まで３年間延長するものです。 

 次に（２）対象事業の除外です。離島振興法

及び半島振興法の規定に基づき実施している県

税の課税免除又は不均一課税の適用対象事業で

あるコールセンター事業等について、対象事業

から除外するものです。 

 （３）その他については、引用条項の改正に

伴い規定の整備を行うものです。 

 ３施行期日については、公布の日とし、本年

４月１日から適用することとしています。 

太田委員長 以上で、説明は終わりました。こ

れより質疑に入ります。 

 まず、委員の皆さんから質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は質疑はありませ

んか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑もないので、これより

採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第６２号議案大分県議会議員及び大分

県知事の選挙における選挙運動用自動車の使用

並びにビラ及びポスターの作成の公営に関する

条例の一部改正について、執行部の説明を求め

ます。 

今井市町村振興課長 資料５ページを御覧くだ

さい。 

 この条例は、候補者間の選挙運動の機会均等

を図る目的で、県議会議員及び県知事の選挙運

動経費の一部を公費で負担することを定めたも
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のですが、今般、本条例で引用している法令の

改正が行われたため、所要の改正を行うもので

す。 

 資料中ほどの法律等の改正概要について御説

明します。まず、①公職選挙法の改正は、県知

事選挙等で作成するポスターの規格の変更です。

これまでは長さ４２センチメートル、幅３０セ

ンチメートルの選挙運動用ポスターに加え、国

政選挙や県知事選挙において、個人演説会の告

知があれば、右側のイラストのような幅４０セ

ンチメートルのポスターを作成することができ

ましたが、法改正により、全ての選挙について

長さ４２センチメートル、幅４０センチメート

ル内に統一され、それに伴い個人演説告知用ポ

スターが廃止されました。 

 次に、②公職選挙法施行令の改正は、選挙運

動経費の公費負担限度額の引上げです。最近の

物価変動に鑑み、国政選挙におけるビラ及びポ

スター作成に要する費用の単価が見直され、公

費負担の限度額が引き上げられました。 

 一例を御説明すると、左の表、ビラの作成で

は、作成枚数が５万枚以下の場合、改正前の単

価が７円７３銭でしたが、改正後は８円３８銭

です。 

 その下の条例の改正概要ですが、さきほど説

明した公職選挙法の改正により個人演説会用ポ

スターが廃止されたので、条例第１条に規定し

ている個人演説告知用ポスターという文言を削

除するなどの規定整備を行います。また、公職

選挙法施行令の改正に伴い、本条例に規定する

限度額をこれに準じて引き上げます。 

 施行日ですが、①公職選挙法の改正に伴う部

分の改正は、改正法施行日の令和８年１月１日、

②公職選挙法施行令の改正に伴う部分の改正は

公布の日としており、それぞれ施行日以後に告

示される県議会議員選挙、知事選挙から適用と

なります。 

太田委員長 以上で説明は終わりました。これ

より質疑に入ります。 

 まず、委員の皆さんから御質疑はありません

か。 

原田委員 ２点教えてください。 

 まず、国政選挙と県知事、県議会議員選挙で

すけど、市議会議員選挙についてもこのポスタ

ーの大きさって変わってくるのですか。それが

まず１点。 

 もう一点あります。実は、２月の大分市議会

議員選挙のときに、選挙事務担当者会の説明に

おいて、いわゆる業者のビラが入っていたので

すけど、そのビラには、ポスターの掲示も含め

て公費負担でできると書いていたのですが、そ

ういう解釈でいいのですか。 

今井市長村振興課長 １点目のポスターですが、

市議会議員選挙についても規格は一緒です。全

国統一の規格になるので、次回の市議会議員選

挙から同じ規格になります。 

 それから、業者のビラは市議会議員選挙のこ

とでよろしいですか。 

原田委員 違います。ポスターの公営掲示板へ

の掲示、料金も含めて公費負担ができるという

案内でした。 

今井市町村振興課長 業者に委託するというこ

とですか。 

原田委員 委託というか、業者がポスターを作

成しますが、そのとき公営掲示板に貼るのも含

めて公費負担できますという案内だったんです。 

皆さん分かりますか。（「分かる」と言う者あ

り） 

太田委員長 もうちょっと詳しく。 

原田委員 ポスターを公営掲示板に貼りますよ

ね。ほとんどの選挙対策委員会が順番に貼って

いくわけです。これはそうじゃなくて、業者が

そのポスターを印刷して、お願いすれば、その

業者が公営掲示板に貼っていきますよと。 

太田委員長 その業者の費用。 

原田委員 その分も公費負担できるという案内

だったんです。（「それは、ポスターの料金の

中に入っちょる」と言う者あり）そういうこと

ですね。 

今井市町村振興課長 ポスターの公費負担はデ

ザインと印刷費用のみなので、貼る費用までは

含まれていないと考えています。 

原田委員 私も実はそう思っていたので。ただ、

そういったビラが事務担当者会で配られたので。



- 5 - 

大分市の選挙管理委員会にも確認済みという話

は聞いたのですけど、それはどうなのかと思っ

たので、お聞きしました。 

今井市町村振興課長 大分市議会議員選挙のと

きでよいですか。市議会議員選挙の公営に関し

ては市の条例で定めているので、もしかしたら、

ちょっと把握はしていませんけど、市がそう条

例を定めているのかもしれませんが、県議会議

員の関係については、デザインと印刷費用のみ

としています。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方。 

堤委員外議員 今の続きで、デザインと印刷代、

仮に貼る費用も含めてデザイン料を取りますよ

と。そうしたら、表に出てくるのはデザイン料

だけになる。その場合、どうやって判断するの。 

今井市町村振興課長 ちょっと難しい判断にな

りますけども、通常、見積りの中に貼る費用も

含めて入っていなければ、我々としてはその分

についてはデザイン料と判断せざるを得ないと

思います。 

堤委員外議員 だそうです。なるほど、そうい

うことか。分かった。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑もないので、これよ

り採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第２号報告大分県税条例等の一部改正

について、執行部の説明を求めます。 

岩男税務課長 お手元の総務企画委員会資料の

６ページをお願いします。 

 １改正理由にあるとおり、地方税法及び地方

税法等の一部を改正する法律の一部を改正する

法律が可決成立し、本年３月３１日に公布され

たところですが、当該法律中に本年４月１日か

ら施行される規定があることから、専決処分に

より、当該規定に関係する大分県税条例等の一

部を改正したので報告するものです。 

 ２主な改正内容について御説明します。（１

）自動車税環境性能割に係る課税標準の特例措

置の適用期限の延長についてですが、アにある

とおり、公共交通移動等円滑化基準に適合した

車両、いわゆるバリアフリー車両を取得した場

合に、課税標準である取得価額から、右のコメ

印１に記載している、その車両に応じた額を控

除する特例措置について、その適用期限を令和

９年３月３１日まで２年延長するものです。 

 次に、イにあるとおり、歩行者検知機能付き

衝突被害軽減ブレーキを搭載したバス・トラッ

ク等を取得した場合に、課税標準である取得価

額から１７５万円を控除する特例措置について、

その適用期限を令和９年３月３１日まで２年延

長するものです。 

 （２）その他についてですが、引用条項の改

正等に伴う規定の整備を行うものです。 

 ３施行期日については、令和７年４月１日と

しています。 

太田委員長 以上で説明は終わりました。これ

より質疑に入ります。 

 まず、委員の皆さんから質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は質疑などありま

せんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑もないので、これより

採決します。 

 本報告は、承認すべきものと決することに御

異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本報告は承認

すべきものと決定しました。 

 次に、請願の審査を行います。請願１０適格

請求書等保存方式（インボイス制度）の見直し

を求める意見書の提出について、執行部の説明

を求めます。 

岩男税務課長 資料の７ページを御覧ください。 

 本請願は、令和５年１０月に導入された適格

請求書等保存方式、いわゆるインボイス制度に
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ついて、免税事業者からインボイス発行事業者

に転換した小規模事業者や個人事業者では、消

費税負担と事務負担が増加したことに加え、昨

今のエネルギー価格高騰や人材不足等により、

経営環境の厳しさは一層増していることから、

必要な制度の見直しと負担軽減策の充実を早急

に実施することを要望する意見書を政府に提出

するよう求めるものです。 

 インボイス制度は、複数税率の下で、売手が

買手に対し正確な適用税率や消費税額等を伝え

る手段であり、税制の公平性や透明性を確保し、

消費税の適正な課税を行うために必要な制度と

して位置付けられて導入されたものです。 

 国では、制度導入にあたって、小規模事業者

等が不当な取扱いを受けないよう、取引環境の

整備や各種補助金による支援等に加え、免税事

業者が課税事業者になった場合の納税額を２割

に軽減する措置や、一定規模以下の事業者の少

額取引について、帳簿のみで仕入税額控除を可

能とする事務負担の軽減措置等を講じてきまし

た。 

 本県としても、国や関係団体と連携して、こ

うした支援策の周知やインボイス制度の円滑な

導入に取り組んでいるところです。 

太田委員長 この請願について、委員の皆様か

ら、質疑や御意見等はありませんか。 

原田委員 県民クラブでこの請願について話し

合いました。やっぱりこういった方々から見直

しを求める声が届いていますし、事務負担が増

大している話を聞くので、やはり見直しをすべ

きだと考え、私たち県民クラブは賛成します。 

三浦委員 岩男税務課長にちょっとお伺いした

いのですが、今言うように、税の公平性を含め

てインボイス制度は必要だという答弁でしたの

で、今、委員から出た、中小零細企業からそう

いった声がどの程度担当課に上がっているのか、

お聞かせください。 

岩男税務課長 県税事務所や税務課に対しては、

ここ２年、特にそういった要望等は個別に上が

ってきていません。それから、これは消費税に

関係するので、大分税務署にも確認をしたので

すが、とりわけ要望が上がってきていない状況

だと聞いています。 

三浦委員 今岩男税務課長から、この請願に対

する意見聴取をしたのが全てだと思うので、こ

の意見書に関しては、我々自由民主党とすれば

賛同しかねると思います。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は何かありません

か。 

堤委員外議員 今、いろんな声は上がっていな

いと言っているけど、実際に我々とすれば、そ

ういう声を直接税務署に届けている。国にも届

けている。そういう声は全く聞いていないの。 

岩男税務課長 そういった団体側からの御要望

はお聞きしているのですが、私がさきほどお答

えしたのは、個別に各個人事業主からの声はあ

るのかと確認したところ、そういった意見はま

だ出ていないと聞いています。 

堤委員外議員 実際に税務調査の場合には、イ

ンボイス制度によって非常に大変な状況である

のは、個別にちゃんと税務署員にも伝えている。

当然あなた方県税は調査に来ないから、個人が

直接あなた方のところへ来ることはまず考えら

れない。だから、現場ではそういう声が上がっ

ていることは認識しておかないかん。それを一

刀両断で、そういう声は上がっていないと断じ

ること自体が間違い。いい、これは是非訂正せ

ないかん。 

 だから、そういう状況もつかんだ上で、そう

いう声を聞いていないのなら分かるけど、実際

は末端の声を聞いていないでしょう。そういう

声が県税事務所の窓口に来ていないだけであっ

て、現場にはそういう声がなんぼでも出てきて

いるわけだから、そういう認識をしたらいかん

と思うよ。それはどうなの。 

岩男税務課長 全国ではフリーランスの会の統

計調査とかはあるので、大分県内にもやはりそ

ういった声はあると思います。 

 それから、堤議員の言われるとおりで、これ

はあくまでも国税の問題なので、直接的には県

税事務所にそういった問合せはなかなか来づら

いとは思っています。そういった意味も含めて、
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何か声があったときには機敏に対応するように

しています。少なくとも私どもができるのは、

そういった声が来たときには、しっかりと関係

機関、相談機関につないでいくことなので、そ

ういった気持ちで日々接しています。 

堤委員外議員 それが大事なのね。だから、意

見が出たときに、やっぱり県としてはそういう

立場をきちっと述べないかん。つまり、聞いて

いないのを全面的に出せば、それは当然聞いて

いないことになってしまうわけだから、そうじ

ゃない状況を今確認できたら、それでいいです。 

 あわせて、さきほど公平な課税事務だと言っ

ていたかね。別にインボイス制度があってもな

くても、実際に課税の公平性は保たれていなか

ったの。だから、インボイス制度の導入で公平

な課税が保たれる。８％と１０％と、ゼロもあ

るけども。そういうことが結局保たれてきたと

認識しているのか。 

 これが間違いで、実際にはインボイスがあろ

うとなかろうと公平な課税はされているわけだ

から、その点は是非認識してください。これは

もう答弁は要らない。 

 それと、あわせてもう一個確認したいのは、

大分県内のインボイス制度の導入で、実際どれ

ぐらいの事業者が転換しているわけ。 

岩男税務課長 国税庁の令和６年分の確定申告

の状況が発表されており、その中には個人事業

者の申告状況があります。それを見ると、個人

事業主の申告件数は、令和６年分に関しては１

万５，５０３人で、前年から１，０３５人増え

ています。 

 それから、この申告者の中で、２割特例の適

用をした方が５，３６４人と認識しています。 

堤委員外議員 結局、２割特例はあくまで３年

間で終わるから、それ以降は、結局１０割、通

常どおりの申告になるわけ。２割特例だから大

丈夫じゃなくて、実際には１千万円以下の小さ

な零細事業者なのよね、インボイスの取得、転

換をする方々は。だから、そういう状況を考え

たときに、僅か５００万円とか６００万円とか

１００万円とかしかない方も消費税だけは納め

ないかんわけ。これは仮払いでも何でもないわ

けだから、自分が身銭を切って納める税金です

から、そういう点では第二の消費税、第二の所

得税と同じ考え方ですわ。 

 今回の請願は中止じゃなく、見直しを求めて

いる。そういう点で、埼玉県議会の自民党が議

会に意見書を提出したのよ。それを全会派が賛

成して採択されたわけ。佐賀県議会も一緒。そ

ういう点では、埼玉県の自由民主党と大分県の

自由民主党は基本的に一緒だと思うよ。見直し

で、中止じゃないんだから、見直しを大上段に

考えてもらって、是非これは考えてほしい。中

止だ、廃止だ、反対だじゃなくて、それをどう

するかを検討してほしいわけ。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 それでは、採決についてお諮りし

ます。御意見が分かれていますので、挙手によ

り採決します。 

 請願１０については、採択すべきものと決す

ることについて、賛成の方は挙手をお願います。 

  〔賛成委員挙手〕 

太田委員長 挙手少数です。 

 よって、請願１０については不採択とすべき

ものと決定しました。 

 以上で付託案件の審査を終わります。 

 次に、県内所管事務調査のまとめを行います。

執行部の説明を求めます。 

安田行政企画課長 県内所管事務調査における

総務部関係の御報告をします。総務企画委員会

資料の８ページをお開きください。  

 まず、太田委員長をはじめ委員の皆様方には、

振興局をはじめとした総務部の地方機関や看護

科学大学、各地方機関が進める振興策等に関係

する現場を調査いただき、ありがとうございま

した。  

 振興局では、市町村との連携状況や関わり方

について、県税事務所では、キャッシュレス納

税や資力に乏しい納税者への対応などについて、

また、公文書館では、利用促進に向けたＳＮＳ

等を活用した情報発信などについて、さらに、

看護科学大学では、大学の評価を高めていくこ

となどについて御意見をいただいたところです。 
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 いただいた貴重な御意見については、担当課

で検討の上、可能な限り、施策に反映していき

たいと考えています。  

太田委員長 以上で説明は終わりました。これ

より質疑に入ります。 

 まず、委員の皆さんから質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は、質疑などはあ

りませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑もないので、これで県

内所管事務調査のまとめを終わります。 

 次に、執行部から報告の申出があるので、こ

れを許します。  

 まず、①の説明をお願いします。 

安田行政企画課長 総務企画委員会説明資料の

９ページを御覧ください。 

 指定管理者の更新について御説明します。 

 今年度、更新手続を行う施設については、施

設を所管する部局がそれぞれ関係する委員会に

おいて説明しますが、総務部が指定管理者制度

全般を所管していることから、対象施設の概要

やスケジュール等について御報告します。 

 まず、１更新施設についてです。 

 令和７年度末に指定管理期間が終了する施設

のうち、一覧表にある１から１０の施設を対象

に、今年度の更新手続を行います。一覧表の最

下段にある別府港機械管理駐車場等については、

コメ印に記載しているとおり、別府港再編計画

に基づき、当該駐車場等を令和８年度から順次

撤去する予定としているため、今年度末をもっ

て指定管理を終了します。 

 次に２選定方法についてです。 

 管理者の選定にあたっては、公募を原則とし

ていますが、下の表にある３施設のうち、大分

県母子・父子福祉センター及び大分県聴覚障害

者センターについては、施設の設置目的と施設

での実施事業に密接に関わる個人等が属する団

体が適切に管理運営を行う能力を有しているこ

と、また、ハーモニーパークについては、隣接

するハーモニーランドと一体的な管理を行うこ

とで、効率的、効果的な管理運営が図られるこ

とから、ガイドラインに沿って現在の指定管理

者を任意指定することとしています。 

 続いて、３指定期間については、令和８年４

月１日から令和１３年３月３１日までの５年間

です。 

 また、４指定管理委託料の設定については、

近年の光熱経費や人件費の上昇等を踏まえ、施

設運営に必要な委託料の設定を行うこととして

おり、現在、基準価格の設定に向けた検討を行

っています。 

 最後に５更新手続きスケジュールです。公募

施設、任意指定施設とも７月から必要な手続を

開始し、候補者を１１月上旬に決定した後、１

２月下旬には指定管理者を決定の上１月に基本

協定の締結、４月１日から指定管理業務を開始

したいと考えています。 

 県議会においては、第３回定例会の債務負担

行為予算議案や、第４回定例会の指定管理者の

指定議案などを御審議いただく予定であり、適

宜必要な手続を進めていきます。 

太田委員長 ただいまの報告について、まず、

委員の皆様から質疑などはありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は、質疑などはあ

りませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑もないので、次に②の

説明をお願いします。 

後藤県有財産経営室長 総務企画委員会資料の

１０ページを御覧ください。 

 令和５年８月に契約した別府総合庁舎建替工

事の進捗状況について御説明します。 

 １工事概要ですが、本工事は、県税事務所、

保健所、土木事務所、教育事務所の４所属を集

約した新たな庁舎棟や倉庫などを建設するもの

で、事業方式は設計、建設、維持管理を一括発

注するＤＢＯ方式により実施しています。 

 ２工事実施状況ですが、庁舎棟については躯

体工事を終え、現在、内装工事を低層階から順

次行っており、倉庫棟・車庫棟については、躯

体工事を順次実施しています。 

 なお、供用は令和７年９月中旬を予定してお
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り、供用開始後は現庁舎の解体と外構工事を年

度末にかけて実施する予定です。 

 ３変更内容ですが、契約金額２０億７，４６

０万円に対し、約５億３千万円の増額、契約期

間は、５か月の工期延長を見込んでいます。 

 工事内容の変更要因は三つあり、その一つ目

は、杭工事への工法変更や地下埋設物への対応

に伴う地盤工事によるものです。 

 契約後に行う地質調査により想定していた支

持地盤の下部に軟弱層の存在が確認されたため、

工法を地盤改良工法から、場所打ちコンクリー

ト杭工法へ変更したほか、杭・基礎工事での掘

削の際、火山岩が多く出てきたため、その撤去、

搬出等の対応を要したものです。 

 二つ目は、現庁舎の仕上げ材にアスベストが

含まれていることが判明したため、新庁舎への

移転後に行う解体工事において、飛散防止対策

や除去への対応を予定しています。 

 三つ目は、今月施行されたバリアフリー法改

正に対応するため、車椅子使用者用トイレを各

階に設置するほか、新庁舎でのオフィス改革を

推進するための執務環境整備を行うなど、庁舎

の仕様の一部変更を予定しています。 

 これらにより、３億６千万円の増額と５か月

の工期延長が見込まれるほか、工期内の労務単

価や資材費の変動に対処するため、契約書に規

定するスライド条項に基づき１億７千万円の増

額を見込んでいます。 

 この変更内容については、次回の令和７年第

３回定例会において変更契約議案を提出したい

と考えています。 

太田委員長 ただいまの報告について、まず、

委員の皆様から質疑などはありませんか。 

三浦委員 別府総合庁舎ですが、今言われたよ

うに土木事務所や教育事務所、保健所、私もよ

く行くので知っているのですが、今大がかりに

裏手に建物が建ち上がっており、これから解体

も少し時間がかかるので、県民とか事業者がよ

く事務所関係に行くので、安全の確保と駐車位

置をしっかり明記してください。今でも駐車場

がかなり少なくなっているので、これからさら

に場所の確保を含めて工期が延びるので、しっ

かりとした周知をお願いします。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方からありませんか。 

堤委員外議員 ＤＢＯの関係で、維持管理を一

括と書いてあるね。この期間は令和７年１０月

１５日までになっているが、維持管理期間との

関係はどうなっているかが一つ。 

 それと、確かあそこは植物園の隣だよね。違

うかな。（「かなり下です」と言う者あり）か

なり下だな。ちょっと上がったら県の植物園が

あるよな。せっかくつくるのなら、何か活用で

きるようにしたらどうかといつも思うのだけど

ね。あそこに行くたびに、大きなカーブを曲が

って、すぐ土木事務所に入る。あれをずっと真

っすぐ上がっていくと、農林水産部の温泉熱の

活用施設。だから、裏がつながっちょる気がし

てならんのだけど。何かうまく誘導できんの。

（「すみません、もっと早い時期に言ってくだ

さい」と言う者あり）何か今聞いた気がするな、

これ。 

後藤県有財産経営室長 まず維持管理ですけれ

ども、実は本来ですと令和７年５月から行う予

定でしたが、今申したように工期が少し後ろ倒

しになっており、新庁舎の移転も、９月中に引

っ越すことを計画しているので、それ以降１５

年間、維持管理を行うこととしています。 

 それから、二つ目の質疑については、またい

ろいろ勉強はさせてもらおうと思いますが、御

容赦いただければと思います。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑がないので、次に③

の説明をお願いします。 

居石デジタル政策課長 資料の１１ページを御

覧ください。 

 大分県ＤＸ推進戦略の改定について、御説明

します。 

 まず１現状・課題ですが、ＤＸ推進戦略は、

県政のあらゆる分野でＤＸを推進するため、暮

らし、産業、行政、推進基盤の四つの分野ごと

にありたい姿をとりまとめ、令和３年度末に策
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定しました。全ての所属がＤＸ関連施策に取り

組むことを目標とし、昨年度末に達成したとこ

ろです。 

 他方、想定を上回る人口減少や生成ＡＩ等の

急速な技術革新等を踏まえ、戦略をアップデー

トする必要があると考えています。また、外部

の視点を入れつつ、ＤＸ施策を体系的にとりま

とめ、さらなる施策の充実、取組体制の強化を

図る必要もあります。 

 次に２今後の進め方です。県民の暮らしや産

業に密接に関連する公共性の高い分野に重きを

置きつつ、ありたい姿を県政方針や外部有識者

の意見等を踏まえて更新し、今後も状況に応じ

て随時アップデートします。また、ありたい姿

実現のための具体的施策は、政府戦略や外部有

識者の意見を踏まえた先進的なものとし、政策

的なアウトカムやＫＰＩを含む内容とすること、

伴走支援等による実効性の担保やデジタル人材

の育成により、計画の実効性を一層高めていき

ます。 

 最後に、３今後のスケジュールです。行財政

改革推進委員会での議論を経て、第４回定例会

で戦略の案を報告する予定です。加えて１月に

パブリックコメントを実施し、来年の第１回定

例会で成案を報告したいと考えています。 

太田委員長 ただいまの報告について、まず委

員の皆様から質疑などはありませんか。 

三浦委員 人手不足、人口減少の中で優秀な県

職員の確保が年々難しく、このデジタル人材の

確保と育成がどの業界においても必要不可欠な

状況です。資料でデジタル人材の育成に少し触

れていますけども、例えばどのレベルとかを踏

まえて、担当課として何かビジョンがあったら

お聞きしたいので、よろしくお願いします。 

居石デジタル政策課長 デジタル人材と一口に

言っても、技術性のレベルの高い方から、政策

に活用できる中程度の方、一般的な人材と、い

くつか段階があると考えています。 

 県としては、まず育成の観点から、今、県庁

内で幅広くＯＪＴによるデジタル業務改革に取

り組んでおり、それにあたっての研修やサポー

トをしっかり全庁的に行っています。 

 また一方、高度な人材をすぐに育成できるか

はなかなか難しい面もあるので、今回御紹介し

た外部アドバイザーの活用や、昨年度は人材育

成確保計画を県全体で定めていますが、その中

でデジタル部分もあり、高度な人材をしっかり

育てて確保する長期的な取組が必要になるので、

今年度戦略を作成し、どういったところにどの

レベルの職員が必要なのか、具体的な数字を定

めながら議論しています。まずは育成で人材の

底上げを図っていくことが大切と考えます。 

三浦委員 是非お願いしたいと思います。 

 あわせて、同じように１８市町村の職員もデ

ジタル人材の確保、育成に大変苦慮しているの

で、是非機会があれば、情報共有を踏まえて、

県の担当課がどこまでできるかは分かりません

が、各市町村の職員のレベルアップにも御相談

に乗ってほしいのでよろしくお願いします。 

太田委員長 委員の皆さん、いいですか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方から質疑はありま

すか。 

木田委員外議員 すみません、１点だけ。 

 生成ＡＩの記述がありますが、県庁の中で、

現状、生成ＡＩの活用状況、そしてコンプライ

アンスの徹底や、有料版を使っているのか、そ

ういった状況を教えてください。 

居石デジタル政策課長 昨年度は一部実証的に

限られた職場で生成ＡＩを活用しました。その

結果を踏まえ、本年度、特に７月１日から全庁

で生成ＡＩの活用が可能となるようにデジタル

政策課で一括調達しました。 

 というのも、有料版でしっかりした安全安心

な環境でなければ、なかなか利用や取組も進ま

ないので、安全な環境の生成ＡＩを全庁に今年

度導入しています。それに向け、ガイドライン

や、こういった情報は入れたら駄目とか、そう

いったことをしっかり周知して、今年度から本

格的に全庁で取組を進めます。 

太田委員長 私からちょっと聞きたいのですが、

ＤＸとなると、いずれどの機器等も更新時期が

来ますが、一括での予算措置などはどう考えて

いますか。 
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居石デジタル政策課長 例えばツールの活用で

あれば、毎年度技術は進歩しているため、やは

り１年単位での契約を考えていかざるを得ない

と考えています。 

 他方で、そういったものに影響を受けない端

末については、費用をいかに抑えていくかが重

要になるので、基本的には数年間のリース契約

です。このようにリースにするもの、年度ごと

に更新していくものを切り分けて、効率の良い

投資をしていきたいと考えています。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑もないので、これで

諸般の報告を終わります。 

 この際、ほかに何かありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別にないので、これをもって総務

部関係の審査を終わります。 

 執行部はお疲れ様でした。 

 ここで執行部が入れ替わるので、しばらくお

待ちください。 

 

  〔総務部退室、企画振興部入室〕 

 

太田委員長 これより、企画振興部関係の審査

に入ります。 

 本日は、委員外議員として木田議員、堤議員

に出席いただいています。 

 なお、企画振興部は今回は議案の審査があり

ません。まず、県内所管事務調査のまとめを行

います。執行部の説明を求めます。 

工藤企画振興部長 まず冒頭、私からホーバー

クラフトについて報告します。 

 本日報道されていますが、西大分と大分空港

間の定期就航に向けた安全確認検査を先週末に

受検したところ、昨日の午後、九州運輸局より

運航の安全が確認できた旨の連絡があったとの

報告が大分第一ホーバードライブ株式会社から

県にありました。 

 かねてより県議会議員の皆様に御心配をおか

けしていましたが、さらに、当常任委員の皆様

には、５月１９日に西大分のホーバーターミナ

ルの御視察もしていただいたところです。 

 これまでも各方面から貴重な御意見をいただ

くとともに、多くの方々の御支援を受けながら

改善を重ねてきましたけれども、このたび何と

か定期就航に向けての第一歩を踏み出せること

となりました。 

 就航開始日や運航ダイヤ等の詳細については、

現在大分第一ホーバードライブ株式会社が最終

調整を行っており、６月２６日に同社から記者

会見で発表予定です。 

 これまで佐藤知事も繰り返し申していますが、

引き続き県としては、安全かつ安定的な定期就

航に向けて必要な支援を行っていきますので、

委員の皆様におかれては、今後とも御指導方を

どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 ここからは通常の説明です。 

 また、委員の皆様には、５月１２日から６月

３日にかけて計６日間にわたり、当部の所管施

設をはじめ県の総合補助金を活用した団体やネ

ットワーク・コミュニティの活動など、県内各

地、計１６か所を調査し、その都度貴重な御意

見、御指導をいただき、誠にありがとうござい

ました。視察先での御意見はもとより、団体な

ど現場の方のお話をよく伺いながら、大分県の

元気・未来創造に向けて、企画振興部でスピー

ド感を持って取り組んでいきたいと考えていま

す。 

 なお、西部振興局管内で日田市前津江のやま

せみなどの活動を調査いただいたので、今後の

まとめの参考となるよう、高齢化集落とネット

ワーク・コミュニティについて後ほど担当課長

から御説明します。 

太田委員長 ただいま工藤企画振興部長より御

挨拶がありましたが、この件について何か聞き

たいことがありますか。 

原田委員 ホーバークラフトの導入に関わって、

議決に賛成した立場として、今回就航が決定し

たことをとても喜んでいますし、この間、部長

をはじめ担当の皆様、本当に大変御苦労様でし

た。県民もやっと動くことを楽しみにしている

と思います。 

 ただ、今回ここまで延びた要因、いろんな事
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故が重なったことも含めて、これから対策が大

事だと思います。 

 あわせて、この前総務企画委員会で視察した

ホーバーターミナルの整備もこれから進めてい

くと思いますが、その件について、何か報告が

あれば是非お願いします。 

幸野交通政策企画課長 ホーバークラフトの定

期就航に向けての発展については、さきほど部

長から申したとおりです。これまで大変御心配

をおかけし、貴重な御意見も多数いただいて、

我々もしっかりと頑張ってこれたと思います。

引き続き気を抜かずに頑張っていきたいと考え

ているところです。 

 安全かつ安定的な定期就航に向けて、県から

も常々伝えていたが、その操船技術や整備の技

術は、国内でも例のない旅客運航で、安全を最

優先に考えて始めるに至って、十分な熟度向上

に時間を要したのではないかと考えています。

これはある意味必要な時間だったのではないか

と考えています。 

 もう一点のターミナルの運用です。就航が始

まったら、いよいよその活用が重要になってき

ます。ターミナルを多くの方に利用してもらい、

ホーバークラフトも含めて情報発信を今後しっ

かりとしていき、中のテナント整備も含め、こ

れから準備を進めます。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

桝田副委員長 本当にここまで来たのは大変お

疲れ様でした。 

 １点だけあるとしたら、就航までにどうして

も時間がかかってしまって、時間も費用も費や

していると思います。だから、当初思った以上

の赤字予算でスタートしていく中で、これから

計画も練り上げて事業者とやっていかなきゃい

けないと思います。２６日以降そういった会議

をどう行っていくか教えてほしいと思います。 

幸野交通政策企画課長 まず合格したところで、

さきほど部長も申したとおり、運航スケジュー

ルや今後の就航予定日等、今まさに運航事業者

の経営判断で議論しているところです。 

 その過程においては、我々もその話の中に入

って、しっかりと安定的な運航ができるように、

そういった視点を持ちながら側面的な支援も含

めてやっていきたいと思います。 

桝田副委員長 本当に皆さん同じ思いだと思う

のです。前回のホーバークラフトのように無く

ならないようにしていくことが一番肝腎なので、

私たち議会、運営会社、執行部で細かく会議を

して、三つの機関でしっかり報連相をすること

が大事だと思います。是非よろしくお願いしま

す。 

三浦委員 昨日、九州運輸局の検査に合格した

ということで、先週、一般質問でも嶋川交通政

策局長が阿部長夫議員の答弁で、大詰めという

言葉が正にそのとおりだったと思っています。

一方、この第２回定例会前もそうですし、この

会期中でも、運航の部分で、例えば１５便を８

便にするとか、週末は２便を１便にするとか、

今日もある１面に関しては、来月もう就航する

ニュースが出ている。その辺を県として、合格

まで大詰めという状況をある程度つかんでいた

と思うので、今の状況を県がどこまで把握して

いるのか示してほしいと思います。 

幸野交通政策企画課長 さきほど申したことの

繰り返しになりますが、これまでも安定的に安

全にと申しているので、運航事業者が判断する

運航スケジュールなどは協議をしながら進めて

います。 

 我々も船主の立場としては、運航事業者任せ

ではなく県も事業の中に入っていくべきだと思

って取り組んできました。 

 一方、三浦委員が言うように、ダイヤやスケ

ジュールは、運航事業者にとっては非常に経営

上の問題等があります。いろんな方面との調整

もあります。それに関しては、運航事業者の判

断で、２６日に正式に発表したいので、県とし

てはその意向を尊重して、情報が分かり次第委

員に御報告したいと考えており、今日の時点で

県から話ができることはありません。 

三浦委員 今、課長から説明があったように、

２６日までは、運航のダイヤを含めて県として

は承知していないという答弁でよかったですか。

運航スケジュール、ダイヤ等は。 

幸野交通政策企画課長 相談は受けていますが、
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このダイヤに固めて、この就航日にするという

最終的な決定はもらっていない状況です。 

三浦委員 我々はやはり担当委員会であると同

時に賛否を議決しています。あわせてホーバー

クラフトも多くの税金を投入して認めている以

上、何点か確認をさせていただかないと、やっ

ぱり県民に申し訳ないと思います。幸野交通政

策企画課長のおっしゃるとおり運行に関しては

２６日までということは私も尊重したいと思い

ます。 

 船体に関してですが、当初からあったトイレ

の設置、この辺はどうでしょうか。 

幸野交通政策企画課長 トイレに関しては、運

航事業者が周遊事業を１１月から進めています

が、その周遊事業をする中で、やはり利便性の

面でトイレがあった方がいいという議論、ある

いは規定があって、一定の時間内で運航ができ

るかどうかの総合的な判断でトイレの問題があ

ったのですけれども、それを含めて今回の安全

確認検査を受検して、その結果合格をいただい

たと思っています。 

 トイレの最終的な対応については、多分国で

判断があったと思うのですけども、そこに関し

ては、２６日にそのトイレの件も含めて、どん

な安全確認検査を受けたのかという判断になる

と考えています。 

三浦委員 確認ですが、簡易かどうかは別にし

ても、トイレの設置の有無もまだ把握していな

いのでしょうか。それとも、把握しているけれ

ども、２６日に発表するということなのか、そ

の辺はどうですか。 

幸野交通政策企画課長 トイレに関しては、設

置をすることにはしていないので。（「してい

ないんですね」と言う者あり）今回はしていま

せんので、今三浦委員が言った後者の意味です。 

三浦委員 最後に聞きたいのですけど、１年以

上遅れているが、これは観光のみならず大分県

を大きくＰＲできるホーバークラフト運航なの

で、記念式典は計画すると思うけども、その時

期はいつぐらいを県として考えているか。当然、

例えば知事や議長が出席することなども踏まえ、

いつぐらいの感覚でしょうか。 

幸野交通政策企画課長 昨日の運航事業者の発

表の中で、就航式典は運航事業者主催で今検討

しており、２６日に内容の発表があると考えて

います。 

三浦委員 いずれにしても運航事業者が検討し

ていることですが、さきほど冒頭述べたように、

我々は多額の県民の税金をお預かりして認めて

いる以上、もう少し県としても関わりを持って

やっていただかないといけないと、この間の流

れも見て少し感じていたので、あえて担当委員

会の一人として発言しました。これからも是非

よろしくお願いします。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員からありませんか。 

堤委員外議員 さっきから運行事業者がメイン

なのだよね。ただ、施設も何もかも、結局さっ

き言ったように県の税金、つまり県民の税金で

造っているわけ。それを２０年間リースするだ

け、上下分離でやるだけの話であって、主体は

県なのよ。運営、経営的なものはホーバーがす

るのだろうけども、そういうところだから、ト

イレの設置の問題もよく分からない。運航、就

航するための時間もよく分からない。県として

はそういう運営の中に、話し合いの中に入って

いく、そういうことしか言っていないわけ。 

 それが、県としての判断、県としての責任、

税金を出したときの責任が全く県として分から

んと。委員会にそれをちゃんとやっぱり報告し

ないと。嶋川交通政策局長、それはそういう判

断をすべきと思う。その点が一つ。 

 それと、さっき桝田副委員長が言った、２０

年間上下分離でやるやろう。経営補填は県は絶

対しない話も、ずっとこれは議会で言ってきた。

ただ、今回、結構赤字が当然続いていると思う

よね、この１、２年は。当然、収益が３０分の

周遊コースしかないから。そうすると、現在ど

ういう形で会社が赤字の補填をしているのかは

当然つかんでいるだろうし、その対策がちゃん

と取られているか答えて。 

幸野交通政策企画課長 県の関与ですけど、堤

議員のおっしゃるように、県もやはり船主なの
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で、関与はしっかりとしていかないといけない、

それは担当課として重々承知しています。 

 トイレに関しても、設計の段階から、常設ト

イレは必要ないという判断の下、船を設計、造

船しています。高速で就航する中でトイレを使

うことの危険性や、大規模なトイレをつける改

修が船体に与える安全性の問題といったことは、

我々としても県としての意思を持って運航事業

者と話し、その中で、どういった安全な運航が

できるか議論を重ねた上で安全確認検査を受け

て、国から合格をもらっています。我々が全く

関与していないのではなく、トイレに関しての

考え方は整理しているところです。 

 もう一点、運航事業者の経営上の問題です。

運航事業者が今どのぐらいの経営の状況にある

かは、詳細には、企業の中の経営状況まで踏み

込んで把握をしている状況ではありません。し

かしながら、運航事業者としては意欲的にこの

事業を進めていきたい思いでやってきたし、我

々も、損失補填をしない条件の中でやってもら

っているので、経営的な面も判断した上での、

この合格、それから就航に向けての準備を進め

ていると考えています。 

堤委員外議員 議会の議論の中で、赤字補填を

しない根本的な問題は、会社の経営まで県とし

て入っていくと。つまり、ホーバークラフトの

運営は黒字から赤字になったときにどうするか

は、当然、運航が継続されるかされないかに直

結する。だから、県も経営にちゃんと入ってい

くのが議会での議論やったわけ。今の話を聞く

と、そういうところまで入っていかないよと。

赤字補填はしないだけで、それはあまりにも無

責任。だから、会社の経営状態は、資産表だと

かを見て、今現状は赤字だから、その補填をど

うするのかまで入っていくのが、本来、県とし

ての赤字補填をしない保証になるわけですよ。

今の話だとそこまでしないわけでしょう。 

幸野交通政策企画課長 私の言葉が不足してい

ました。以前も申したかもしれないのですけど

も、外部有識者が入った検証委員会を年に１回

開催するようにしており、県も入りますが、そ

の中で、直近の経営状況から生まれる赤字部分、

将来２０年間運航するコストや収益、その全体

を見た収支計画を見て、それで翌年度の事業に

対して減免をすべきかどうかも含めて判断をし

ます。 

 今年度に関しても、昨年、一昨年との２回に

わたっての有識者の検証委員会を開き、その中

で長期的な運営は可能だという確認をしていま

す。 

堤委員外議員 外部委員会の中でそういう議論

をしたと。今現在、その外部委員会はどう判断

しているの。こういう状況で１年、２年運航で

きなくて、経営状況は外部有識者会議も判断し

ているわけでしょう。どういう判断なの。 

幸野交通政策企画課長 長期的にこれから運航

していくときに必要になるのは、やはり空港利

用者の増加や、あるいは運航に係る利益をどれ

だけ出すかが重要だという判断はもらっていま

す。その上で、来年度に関しては、使用料等を

含め減免をする話になっています。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 以上で終わります。次に（１）の

説明をお願いします。 

木口おおいた創生推進課長 それでは県内の高

齢化集落とネットワーク・コミュニティの状況

について説明します。 

 資料１ページをお開きください。 

 県では、集落に住む６５歳以上の住民の割合

が５０％以上の集落を高齢化集落と呼んでいま

す。県内では、令和６年度末で１，９５６集落

となっており、県内全４，２５６集落のうち約

４６．０％を占め、調査を開始した平成１９年

度以来、一貫して増加しています。 

 高齢化や人口減少が進むと、共同作業や伝統

行事の開催などの集落機能の維持が困難になる

ことから、県では、本年３月に策定した第３期

まち・ひと・しごと創生大分県総合戦略に基づ

き、単独集落では維持困難となった機能を、複

数集落で補い合うネットワーク・コミュニティ

の構築を進めています。市町村と連携した取組

で、カバー率は年々上昇しており、令和６年度

末で県内集落の５０．３％に達しています。 
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 次のページをお開きください。 

 県の具体的な取組を説明します。まず、左上

のネットワーク・コミュニティ推進体制整備事

業です。ネットワーク・コミュニティの運営機

関となる地域コミュニティ組織の設立やその後

の運営改善等を支援するため、専門家を派遣し

ます。昨年度は、６地区の組織設立と１１地区

の既存組織の運営改善を支援しました。 

 次に、左下の高齢化集落等支援事業費補助金

です。これは、地域コミュニティ組織や単独集

落等の活動に対して、市町村とともに、２０分

の１９の高率補助を行うものです。昨年度は、

地場産品の販路拡大や高齢者の見守り、移動支

援、伝統芸能などの集落活動を支援しています。 

 最後に、右側の市町村別の状況です。いずれ

の市町村も、集落での住民の暮らしを支える取

組を行っていますが、団体ごとに取組方針や組

織体制が異なり、ネットワーク・コミュニティ

に積極的に取り組む団体のほか、社会福祉協議

会による支援や移住・定住に力を入れている市

町村もあり、ネットワーク・コミュニティのカ

バー率にバラつきがあります。県全体では、前

のページで説明したとおり、カバー率は年々上

昇しています。 

 住み慣れた地域に住み続けたい県民の願いを

叶えるため、引き続き市町村と連携して集落で

の暮らしを支援します。 

太田委員長 以上で説明は終わりました。これ

より質疑に入ります。 

 まず、委員の皆さんから質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は、質疑などはあ

りませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑もないので、これで県

内調査のまとめを終わります。 

 次に、第１回定例会で採択された請願８の処

理結果の報告について、執行部の説明を求めま

す。 

宮成芸術文化振興課長 資料３ページを御覧く

ださい。 

 請願８しいきアルゲリッチハウスの県有化に

関する請願について、処理の経過及び結果を説

明します。 

 今回しいきアルゲリッチハウスについて、大

分県における芸術文化の発信と人材育成の観点

から、ハウスの県有化を求める請願について、

先の第１回定例会本会議で全会一致の議決をい

ただきました。 

 県としては、マルタ・アルゲリッチ氏の長年

に渡る本県音楽文化の発展に対する貢献に心か

ら感謝しているところであり、特にしいきアル

ゲリッチハウスは、別府アルゲリッチ音楽祭の

会場の一角をなすとともに、その功績と音楽祭

の足跡を後世に伝える拠点として大変重要な施

設であると考えています。 

 このため、ハウスを積極的に活用し、本県の

芸術文化のさらなる発展に向け、新しい時代に

即した管理運営の在り方や、県民の期待に応え

られる活用方法など、県有化に向けた諸課題に

ついて、アルゲリッチ芸術振興財団の御意見も

伺いながら検討を進めているところです。 

太田委員長 ただいまの報告について、まず委

員の皆様から質疑などはありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の皆さんありませんか。 

堤委員外議員 今の説明で検討しているという

ことだけど、どう検討しているの。もうちょっ

と、将来的にはいつ頃までに県有化したいとか、

何かそういうのがあれば。検討しますは行政用

語だから、検討せんのと一緒のように聞こえる。 

宮成芸術振興課長 現時点での検討状況につい

て簡単に御説明すると、まず一番大きいのが、

アルゲリッチ財団が公益財団法人です。ハウス

の建物は、財団にとって公益財産です。これを

寄附の形で県に譲渡するわけですが、それが公

益財団の規定上、大丈夫かがまず一番大きな問

題で、それを法務室等と検討しており、その活

用も含めて検討している状況です。 

 そういったことを進めており、時期について

は、今明言できる段階ではないので、明確には

控えたいと考えています。（「分かりました」

と言う者あり） 

太田委員長 ほかにありませんか。 
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  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑もないので、これで

請願処理結果の報告を終わります。 

 次に、執行部から報告の申出があるので、こ

れを許します。  

 まず、①の説明をお願いします。 

佐藤スポーツ振興課長 次のページを御覧くだ

さい。 

 国際自転車ロードレース、ツール・ド・九州

について説明します。 

 まず、今年度の２０２５大会、第３回大会に

ついてです。５月２９日に大会事務局からコー

スの詳細等について発表があり、今年の大分ス

テージは、１０月１３日月曜日祝日のレース最

終日となりました。また、ツール・ド・九州で

は初となる宮崎県との共同開催として、２県に

またがるステージレースとなっています。 

 資料の右側を御覧ください。九州風景街道の

一つ日豊海岸シーニック・バイウェイを基本と

するコースを設定しており、コース沿線には、

かまえインターパークや道の駅かまえといった

観光施設、空の公園という県内屈指の景観のよ

い名所があります。レース終盤には、市街地を

２．５回周回し、さいき城山桜ホール前をフィ

ニッシュするコースとなっています。 

 宮崎県と連携して、安全なレース運営に万全

を期すとともに、大会当日は、フィニッシュエ

リアやコース沿線上に観戦スポットを設置する

など、賑わいを創出できるようしっかり準備を

行っていきたいと思います。 

 また、現時点で出場が決定したチームについ

ても発表があり、大分県のプロサイクルチーム

であるスパークルおおいたも３年連続の出場が

決まり、地元チームとして、大会での奮闘を期

待しています。 

 最後に、２０２６大会、第４回大会について

です。本県への経済効果も大きく、地域の活性

化やサイクルスポーツの振興に充分つながる大

会であることから、第４回大会についても引き

続き本県での開催に向け、大会事務局に申請し

ているところです。なお、具体的な日程等詳細

は今後大会事務局等と協議し、今年の１０月頃

に決定する見込みです。 

太田委員長 ただいまの報告について、質疑な

どはありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は、質疑などはあ

りませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑もないので、次に②の

説明をお願いします。 

田原地域交通・物流対策室長 バス無料デーの

実施結果について説明します。 

 次のページをお願いします。 

 令和６年１２月１５日の日曜日、令和７年１

月１５日と２２日の水曜日の３日間で、大分県

内の路線バス９社を対象としてバス無料デーを

開催しました。 

 利用促進効果としては、約１４万人が利用し、

前月比で約１．６倍に増加しました。なかでも、

臼杵・津久見・竹田・豊後大野・日田などの地

域では約２倍となるなど、バスを利用する良い

きっかけとなるとともに、バスの潜在需要の高

さも確認できました。 

 経済効果は、約１億３，６００万円で、まち

なか等の賑わいづくりに大いに寄与しました。 

 渋滞緩和や環境負荷軽減効果は、休日・平日

ともに、大きな交通量の変化はありませんでし

たが、平日の夕方の明野・鶴崎地区において速

度向上の傾向を確認しました。 

 アンケートでは３，８００人以上の方に回答

いただき、約９割の方に満足していただきまし

た。主な項目では、バスを利用したい要因とし

て、定時性の向上や便数の増加が上位に挙がっ

ています。また、無料でなければ乗らない方は

約６％と少数で、無料でなくても何らかのきっ

かけがあれば、バス利用が期待できる結果とな

りました。 

 検証結果を踏まえた今後の取組として、バス

の利用促進のためには、運賃よりも、定時性や

便数の課題など、利便性の確保が重要であるこ

とから、乗務員確保の取組、ＪＲとの接続強化、

市町村等の多様な主体による交通機関の確保及

びゾーン制運賃の導入などに取り組みます。 



- 17 - 

 例えば、鉄道との接続強化の関係で、今年の

８月から、杵築駅に停車するソニックのダイヤ

に接続させて、大分空港、杵築駅、ハーモニー

ランド間のバスを実証運行することなどを計画

しています。 

 続いて、７５％が無料デーを認知して利用し

ていたことから、今回のバス無料デーはバスに

関心を持ってもらう上で有効な取組であると考

えています。このため、引き続き様々な広報活

動に取り組みます。加えて、今回の各種データ

は、今後の施策立案や今年度更新作業を行って

いる大分県地域公共交通計画の参考にするとと

もに、別途バス会社や市町村等へ提供した上で

公表することとしています。 

太田委員長 ただいまの報告について、質疑な

どはありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 委員外議員の方は、質疑などはあ

りませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別に御質疑もないので、これで諸

般の報告を終わります。 

 この際、ほかに何かありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別にないので、これをもって企画

振興部関係の審査を終わります。 

 執行部は、お疲れ様でした。 

 委員の皆さんは、この後協議を行うので、こ

のままお待ちください。 

 

  〔委員外議員、企画振興部退室〕 

  

太田委員長 それでは協議事項に入ります。 

 まず、閉会中の所管事務調査の件についてお

諮りします。 

  お手元に配付のとおり、各事項について閉会

中、継続調査を行いたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長  御異議がないので、所定の手続を

取ることとします。 

 次に、県外所管事務調査についてです。調査

行程などを事務局に説明させます。 

  〔事務局説明〕 

太田委員長 何か御意見はありませんか。 

  〔委員協議〕 

太田委員長 調査先の詳細については、委員長

に御一任をお願いします。次回の第３回定例会

の委員会で正式決定したいと思います。今後、

事務局は行程案等を作成し、適宜委員と情報を

共有しながら進めるようにしてください。 

 この際、ほかに何かありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別にないので、これをもって本日

の委員会を終わります。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


